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津奈木町

平成 29 年津奈木町成人式

住民税申告・確定申告始まります！
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地域をつなぎ
　積極的に地域を盛り上げる団体、活動を紹介します。

　

女
性
コ
ー
ラ
ス
隊
『
コ
ー
ル

つ
な
ぎ
』
は
毎
週
金
曜
日
の
午

後
８
時
か
ら
つ
な
ぎ
文
化
セ
ン

タ
ー
で
練
習
し
て
い
ま
す
。『
み

ん
な
で
楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ

う
』
を
合
言
葉
に
活
動
し
て
い

る
コ
ー
ル
つ
な
ぎ
は
平
成
４
年

に
設
立
し
、
今
年
５
月
で
25
周

年
を
迎
え
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は

現
在
24
人
で
、
最
年
長
は
87
歳

の
人
も
い
る
そ
う
で
す
。
コ
ー

ル
つ
な
ぎ
の
魅
力
に
つ
い
て
メ

ン
バ
ー
に
聞
く
と
、「
全
員
が
仲

の
良
い
と
こ
ろ
で
す
」
と
答
え

て
く
れ
ま
し
た
。
楽
し
く
合
唱

し
た
後
の
充
実
感
は
何
と
も
言

え
な
い
そ
う
で
す
。
現
代
表
で

指
導
も
務
め
て
い
る
西
村
貴
子

さ
ん
（
水
俣
市
）
は
「
メ
ン
バ
ー

の
笑
顔
と
元
気
あ
ふ
れ
る
コ
ー

ラ
ス
隊
と
し
て
長
く
歌
い
続
け

て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

現
在
、
３
月
５
日
に
開
催
さ

れ
る
『
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
』
に
向
け
て
練
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。
歌
詞
に
込
め
ら
れ

た
想
い
を
歌
に
乗
せ
て
、
会
場

の
皆
さ
ん
に
響
か
せ
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
歌
い
続
け
て
い
き

ま
す
。

今年で 25周年を迎える女性コーラス隊

コールつなぎ

２３

１

1コールつなぎの皆さん　2練習中は心地良い歌声が部屋中に響き渡っていました　3昨年行われた生涯学習フェスティバルで披
露した様子

　１月８日に開催された熊日三太郎駅
伝のコースは、明治時代の旧国道をルー
トとしていることはご存じの人も多い
と思います。今回ご紹介する旧津奈木
隧道は本町と芦北町の境目にあり、両
町共有の国登録文化財となっています。
旧津奈木隧道は明治 32 年（1899 年）
に着工し明治 36 年（1903 年）に完成
しました。全長は 211.6 ｍ、幅 5.5 ｍ、
中央高 4.4 ｍとなっています。
　設計・施工はオランダ人技師による
ものといわれ、芦北町の旧佐敷隧道と
同じような造りで、レンガ積みのアー
チがレトロな雰囲気を醸し出していま
す。明治時代のトンネルでこのような
デザインは大規模なものに限られるこ
とから、当時の土木技術を知るうえで
貴重なものだといえます。
　明治 41 年（1908 年）の全線開通し
た旧国道は昭和 41 年（1965 年）に新
しい国道が開通するまでの約 60 年間、
芦北・津奈木地方の陸上交通を担って
きました。自動車が普及した現在でも
使用されていると考えると先人たちの
技術にはただただ感心するばかりです。
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の活用を／平成 28 年度肝炎サロ
ンを開催します／みんなで知ろう
難病法／必ずチェック最低賃金／
認知症ケアについて考える講演会
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つなぎの歴史あるものをご紹介
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旧津奈木隧
ずいどう
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No. ２

国指定文化財
平成 14年８月登録
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新
た
な
決
意
を
胸
に
大
人
の
仲
間
入
り

を
果
た
し
た
新
成
人
を
祝
う
「
平
成
29
年

津
奈
木
町
成
人
式
」
が
１
月
３
日
（火）
、
つ

な
ぎ
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
と
し
の
新
成
人
は
平
成
８
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
９
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
が
対
象
で
、
49
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
西
川
町
長
が
「
大
き
く
揺
れ

動
い
た
時
代
に
、
立
派
に
成
人
さ
れ
た
皆

さ
ん
を
誇
ら
し
く
思
い
ま
す
。
夢
と
希
望

と
人
を
大
切
に
す
る
心
を
持
ち
、
未
来
に

向
か
っ
て
努
力
を
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
続
い
て
、
当
時
校
長
だ
っ
た
中
川

粹す
い
こ子
さ
ん
と
担
任
だ
っ
た
永
野
敏
夫
さ
ん

と
岡
彩
さ
ん
か
ら
は
、
当
時
の
思
い
出
を

振
り
返
り
な
が
ら
、
お
祝
い
と
激
励
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
新
成
人
を
代

表
し
て
、
平
野
雄
大
さ
ん
（
平
国
上
）
が
、

「
家
族
や
先
生
な
ど
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
れ

た
皆
さ
ん
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、

新
成
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
新
し
い

一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
き
ま
す
」
と
誓
い

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。　
　

　

式
典
終
了
後
は
、
久
し
ぶ
り
に
会
う
仲

間
と
近
況
や
思
い
出
を
語
り
合
っ
た
り
、

記
念
撮
影
な
ど
を
し
て
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。
ま
た
式
に
訪
れ
た
家
族
も
、

子
ど
も
の
華
々
し
い
門
出
を
笑
顔
で
祝
福

し
て
い
ま
し
た
。

　

二
十
歳
に
な
っ
た
今
、
こ
れ
か
ら
は
一

人
の
大
人
と
し
て
生
き
て
い
き
ま
す
。
そ

の
中
で
、
絶
対
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
『
感
謝
の
心
』

で
す
。
私
が
成
人
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
方
々
に
支
え

ら
れ
て
成
長
し
て
き
た
か
ら
で
す
。
家
族

や
仲
間
、
先
生
そ
し
て
地
域
の
方
々
、
す

べ
て
の
方
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
こ
の
つ
な
が
り
を
ず
っ
と
大
切
に

し
、
明
日
か
ら
の
新
し
い
出
会
い
に
胸
を

膨
ら
ま
せ
な
が
ら
、
私
ら
し
く
歩
ん
で
い

き
ま
す
。

　

私
は
今
年
か
ら
保
育
士
と
し
て
働
い
て

い
き
ま
す
。
ま
だ
周
り
の
支
え
が
必
要
で

す
が
、
い
つ
か
一
人
前
の
保
育
士
と
な
り
、

今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
少
し
で

も
恩
返
し
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

　

生
ま
れ
て
か
ら
20
年
、
大
き
な
病
気
に

か
か
る
こ
と
な
く
、
無
事
に
成
人
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
家
族
を
は
じ
め
、

友
達
や
地
域
の
方
々
、
そ
の
他
関
わ
り
あ
っ

て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
支
え
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
、

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

私
は
今
、
津
奈
木
町
を
離
れ
、
看
護
の

大
学
に
進
学
し
看
護
師
の
勉
強
を
し
て
い

ま
す
。
成
人
を
迎
え
ま
し
た
が
、
実
感
も

な
く
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
周
り
の
支
え
が

必
要
で
す
。
将
来
た
く
さ
ん
恩
返
し
が
で

き
る
よ
う
に
、
今
自
分
が
す
べ
き
こ
と
を

一
生
懸
命
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
一
人
の
大
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち

な
が
ら
行
動
し
、
将
来
成
長
し
た
姿
を
見

せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と
い

ろ
ん
な
経
験
を
積
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

　

こ
の
度
、
成
人
を
迎
え
ら
れ
た
の
は
多

く
の
方
々
か
ら
の
心
強
い
支
え
が
あ
っ
た

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

成
人
式
を
迎
え
て
、
私
た
ち
は
世
間
の

人
か
ら
『
大
人
』
と
い
わ
れ
る
立
場
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
今
ま
で
の
道
の

り
か
ら
は
想
像
で
き
な
い
よ
う
な
困
難
や

高
い
壁
が
待
ち
受
け
て
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
の
試
練
を
乗
り
越
え
て
い
く
た

め
に
も
自
覚
や
責
任
を
持
つ
こ
と
が
必
要

と
な
っ
て
き
ま
す
。
自
覚
や
責
任
を
持
っ

た
行
動
は
二
十
歳
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
簡
単
に
実
行
で
き
る
と
は
言
い
切
れ
ま

せ
ん
が
、
こ
の
年
を
境
に
実
行
し
て
い
き

た
い
で
す
。
社
会
人
と
し
て
、
次
の
世
代

の
人
た
ち
の
見
本
と
な
る
よ
う
に
努
力
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

吉野　やよい  さん（日添）

森山 卓也  さん（中尾）

松田　亮
りょうや
也  さん（丸岡）

　

私
が
成
人
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、「
自

分
の
行
動
に
責
任
を
持
つ
」
こ
と
を
目
標

に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
今
ま
で
は
、
自

分
が
未
成
年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
法
律

で
守
ら
れ
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
成
人
に
な
っ
て
自
由

に
な
る
こ
と
が
あ
る
反
面
、
一
つ
一
つ
の

行
動
に
責
任
が
伴
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
こ

と
を
念
頭
に
置
き
、
自
分
が
軽
率
な
行
動

を
し
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
20
年
間
、
多
く
の
人
に
支

え
ら
れ
て
今
の
自
分
が
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
、
今
ま
で
の
感
謝
の
気
持
ち
を
言
葉
で

伝
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
行
動
で
表
し
て

い
き
た
い
で
す
。
こ
と
し
は
20
歳
と
い
う

節
目
の
一
年
間
で
さ
ら
に
人
間
と
し
て
大

き
く
成
長
で
き
る
よ
う
に
、
日
々
努
力
を

続
け
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
未
来
を
担
う
二
十
歳

平成 29年津奈木町成人式　　　

野﨑　世羅  さん（平国下）

成人者一覧（敬称略）
竹中　▽緒方来夢　▽久保賢也　▽小形遼　▽財部健太　▽山﨑幸彦　染竹　▽木下晃　▽鶴野菜摘　▽矢
澤翔吾　浜崎　▽岩本丈　▽野島聖佳　▽林竜也　桜戸　▽岩崎桃子　▽大芦晃司　▽岡本将太朗　▽濱田葵　
▽丸山拓巳　町中　▽柴田麻衣　▽西悠希　古川　▽伊藤匠　大泊　▽新立錬　▽真野翔磨　中尾　▽森山
卓也　古中尾　▽田口貴也　▽山﨑雄治　倉谷　▽山本千瑛　内野　▽村上朔哉　▽若島浩聖　上下門　▽
石橋来夢　▽伊藤大貴　▽田畑玲於奈　▽福田茉耶　▽船場海斗　川内　▽坂田直人　福浦　▽宮﨑剛志　
平国上　▽長濱帆志　▽平野雄大　平国下　▽長濱輝樹　▽野﨑世羅　日当　▽津々木滉大　日添　▽諌山
梨紗　▽上村瑞紀　▽吉野やよい　小津奈木　▽竹田和真　▽寺床武士　▽中村彪我　▽山本将矢　丸岡　
▽石井芹奈　▽國本晏菜　▽松田健太郎　▽松田亮也　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　計 50人

感謝の気持ちを胸に二十歳の抱負



（運転免許証・保険証・パ
スポート・身体障害者手帳
などのうちどれか１点）

　

平
成
29
年
１
月
１
日
現
在
、
津
奈
木
町

内
に
住
民
登
録
し
て
い
る
人
が
対
象
に
な

り
ま
す
。
平
成
28
年
中
に
収
入
が
無
か
っ

た
人
で
も
次
の
場
合
は
、
申
告
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

①
扶
養
確
認
、
融
資
、
保
育
園
の
保
育
料

の
算
定
な
ど
で
所
得
証
明
な
ど
が
必
要
な

場
合

②
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
場
合

※
申
告
が
無
い
場
合
、
低
所
得
の
人
が
受

け
ら
れ
る
軽
減
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

③
児
童
手
当
、
公
営
住
宅
入
居
、
国
民
年
金

の
納
付
猶
予
な
ど
の
手
続
き
を
す
る
場
合

④
町
外
の
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
場
合

⑤
遺
族
年
金
や
障
害
年
金
な
ど
の
非
課
税

の
収
入
の
み
の
人

　

次
の
項
目
に
当
て
は
ま
る
人
は
申
告
す

る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

①
所
得
税
の
確
定
申
告
を
行
う
人

②
給
与
所
得
の
み
で
、
勤
務
先
事
業
所
か

ら
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
人

③
公
的
年
金
な
ど
の
所
得
の
み
で
、
公
的

年
金
等
支
払
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
人

※
被
扶
養
者
の
追
加
や
変
更
が
あ
る
場
合

は
申
告
が
必
要
で
す
。
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平成 28年分所得申告巡回相談日程
対象地区 巡　回　日 場　　所 時　　間

町中・新川・古川 ２月 16 日（木） 浜公民館

午前９時  ～  午後３時

福浦 ２月 17 日（金） 福浦公民館

大泊 ２月 20 日（月） 大泊公民館

平国上・辻 ２月 21 日（火） 平国コミュニティセンター

平国下 ２月 22 日（水） 平国コミュニティセンター

竹中 ２月 23 日（木） 文化センター会議室

染竹 ２月 24 日（金） 文化センター会議室

浜崎・桜戸・丸岡 ２月 27 日（月） 改善センター和室

中尾 ２月 28 日（火） 中尾公民館

古中尾 ３月１日（水） 古中尾公民館

倉谷 ３月２日（木） 倉谷公民館

上下門・川内 ３月３日（金） 上下門公民館

全地区 ３月４日（土）～５日（日） 改善センターロビー

内野 ３月６日（月） 内野公民館

日当 ３月７日（火） 赤崎漁村センター

日添 ３月８日（水） 赤崎漁村センター

小津奈木 ３月９日（木） 小津奈木公民館

全地区
３月 10 日（金） 津奈木町役場

午前９時  ～  午後４時
３月13日（月）～15日（水） 津奈木町役場

障
害
者
控
除
対
象
者
の
認
定
申
請
に
つ
い
て

問
住
民
課
保
険
班　

☎
７
８-
３
１
１
３
（
内
１
１
９
）

　
「
確
定
申
告
」
や
「
住
民
税
申
告
」
の
と
き
、
申
告
す
る
本
人
ま

た
は
扶
養
親
族
が
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
持
っ
て
い
る
場
合
、
障

害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ

て
い
な
い
人
で
も
、
町
長
が
認
定
し
た
人
に
つ
い
て
は
障
害
者
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

認
定
を
受
け
る
に
は
、
住
民
課
保
険
班
窓
口
備
え
付
け
の
障
害
者

控
除
対
象
者
認
定
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

認
定
区
分

認
定
基
準

障
害
者

認
知
症
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度
が
Ⅱ
ｂ
、

Ⅲ
ａ
の
人

※
知
的
障
害
者
に
準
ず
る

障
害
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度
（
寝
た
き

り
度
）
が
Ｂ
１
ま
た
は
Ｂ
２
の
人

※
身
体
障
害
者
に
準
ず
る

特
別
障
害
者

認
知
症
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度
が
Ⅳ
ま
た

は
Ｍ
の
人

※
知
的
障
害
者
（
重
度
）
に
準
ず
る

障
害
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度
（
寝
た
き

り
度
）
が
Ｃ
１
ま
た
は
Ｃ
２
の
人

※
身
体
障
害
者
（
１
級
、
２
級
）
に
準
ず
る

基
準
日
：
平
成
28
年
12
月
31
日

e-Tax（国税電子申告・納税システム）を
利用した「ネット申告」が便利です
★ネット申告のメリット★
①自宅で申告ができる
②添付書類の提出を省略
③還付手続きがスピーディーに
④確定申告期間中は 24 時間受付可能　
※メンテナンス時間を除く。
　詳しくは八代税務署（℡ 0965-32-3141）へ
お尋ねください。

住民税申告・確定申告が始まります！住民税申告・確定申告が始まります！

　

今
年
か
ら
の
申
告
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
記
入
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
申
告
を
行

う
本
人
だ
け
で
な
く
控
除
対
象
配
偶
者
や

扶
養
親
族
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
も
必
要
で
す
。

他
人
の
な
り
す
ま
し
を
防
ぐ
た
め
に
番
号

確
認
と
身
元
確
認
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人

番
号
）
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人
は
左
表

の
①
、
持
っ
て
い
な
い
人
は
、
左
表
の
②

の
方
法
で
確
認
し
ま
す
。

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド

②
申
告
者
の
本
人
確
認
書
類

③
印
か
ん
（
認
印
可
）

④
所
得
を
証
明
す
る
資
料

【
例
】
源
泉
徴
収
票
、
事
業
主
の
支
払
証
明

書
、
収
支
明
細
書
な
ど

⑤
各
種
控
除
を
受
け
る
人
は
そ
の
証
明
書
・

領
収
書

【
例
】
医
療
費
、
生
命
保
険
料
、
国
民
年
金

保
険
料
な
ど

⑥
障
害
者
控
除
を
受
け
る
人
は
障
害
者
手

帳
な
ど

⑦
所
得
税
の
還
付
申
告
さ
れ
る
人
は
、
本

人
名
義
の
還
付
口
座
が
分
か
る
も
の

【
例
】
通
帳
な
ど

申
告
を
行
う
必
要
が
あ
る
人

申
告
に
必
要
な
も
の

申
告
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
に

な
り
ま
し
た

番号確認 身元確認

①

② ＋

マイナンバー（個人番号）カード

通知カード

マイナンバーが書かれ
ている住民票

または

本人確認書類

　今年も町県民税などの申告受付の時期が近づいてきました。平成 28 年１月１日から 12 月 31 日までの収入に　今年も町県民税などの申告受付の時期が近づいてきました。平成 28 年１月１日から 12 月 31 日までの収入に
ついて、必ず申告してください。ついて、必ず申告してください。
　例年、申告期限前は窓口が混雑しますので、申告が必要な人は必要書類などを事前に確認し、余裕を持ってお　例年、申告期限前は窓口が混雑しますので、申告が必要な人は必要書類などを事前に確認し、余裕を持ってお
早めに申告してください。早めに申告してください。

申告期間　２月 16日（木）～３月 15日（水）

申
告
を
行
う
必
要
が
無
い
人

問住民課税務班　☎問住民課税務班　☎７８-３１１３（内１２１～１２３）７８-３１１３（内１２１～１２３）
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　12 月 19 日（月）、津南保育園から佐藤瑠
りゅうと

音くん（丸
岡）と山口杏

あんり

莉さん（桜戸）が来庁し、義援金が町
へ贈られました。この義援金は、園児たちのおこづ
かいの一部を町の活動に役立ててもらいたいという
目的で集められました。
　12 月 22 日（木）、生協くまもと家庭会から寄附金
をいただきました。この寄附金は 11 月に開催された
生協まつりの収益金を水俣・津奈木地区に配分した
ものです。いただいた義援金・寄附金は町の福祉事
業のために活用されます。ありがとうございました。

町長に義援金を手
渡す園児たち

自衛官募集に努めます
自衛官募集相談員委嘱式

　１月 23 日（月）、本町において自衛官を募集す
る広報活動や入官希望者への情報提供などを行う、
自衛官募集相談員の委嘱式が役場２階応接室で行わ
れました。委嘱されたのは農中幸德さん（中尾）。
任期は２年間で、当日は自衛隊熊本地方協力本部長
と西川町長の連名で委嘱されました。農中さんは、
「自衛官の応募者数が年々減少傾向にあります。少しで
も力になれるように頑張ります」と話していました。

委嘱された農中さん（写真下段中央）

農薬・肥料に頼らない野菜づくり
環境配慮型農業実践塾

　１月 19 日（木）、つなぎ文化センターで農薬や肥
料に頼らない自然栽培についての講習会が開催され
ました。天草育組の馬場照昭さんが野菜の自然栽培
を行うときに注意しなければならないことについて
説明。その後は畑へ移動し、栽培の方法や管理につ
いて指導がありました。馬場さんは「無農薬・無肥
料野菜の栽培をもっと広めていきたいです」と話し
ていました。次回は２月 23 日（木）に開催されます。

野菜栽培について説明をする馬場さん

高く高く天までとどけ
新春親子たこ揚げ大会

糸を引っ張り、たこ揚げを楽しむ子ども

　１月 15 日（日）、総合グラウンドでたこ揚げ大
会が行われ、子どもやその保護者などがたこ揚げを
楽しみました。当日は暖かい日差しと適度な風に恵
まれ、絶好のたこ揚げ日和。参加者は元気いっぱい
に走りながら糸を引っ張り、大空へ舞い上がらせて
いました。最後に、揚がった高さを競う「高飛び賞」
やたこの大きさを競う「大型賞」など全９部門の表
彰が行われました。

水俣・福島の今と未来を考える
「水俣に学ぶ・福島を伝える」トークイベント

　１月 21 日（土）、つなぎ美術館で「はま・なか・
あいづ文化連携プロジェクト成果展」の関連プログ
ラムとしてトークイベント「水俣に学ぶ・福島を伝
える」が開催されました。３人のゲストを迎え、深
刻な環境汚染にあった水俣と福島が抱える差別など
について意見を交わし、町内外約 20 人の参加者は
真剣に聞き入っていました。次回のトークイベント
は２月 12 日（日）に開催されます。

津波の被害を撮影された作品の前で話すゲストの皆さん

三太郎峠を駆け抜ける
第 67回熊日三太郎駅伝競走大会

　１月８日（日）、県内で最も古い歴史を持つ第 67
回熊日三太郎駅伝競走大会が開催され、新春の三太
郎峠を駆け抜けました。一般・高校の部は水俣Ａ、
中学校の部は津奈木中学校がともに３連覇を果たし
ました。中学校の部では混戦の１区を１位で制する
と、２区以降は独走。昨年の記録には及ばなかった
ものの、10 人中８人が区間賞を獲得し、圧倒的な
走りを見せました。一般・高校の部では津奈木Ａが
３位、津奈木Ｂが６位と健闘しました。
　コースは水俣市役所前をスタート、芦北町地域活
性化センターをゴールとする 41.0㎞区間。当日は
雨が降る中、沿道からの声援を受け、たすきをつな
ぎながら懸命に走りました。大会結果については、
以下のとおりです。
【大会結果】
■一般の部
▽１位・水俣Ａ（２時間 15 分 12 秒）▽２位・芦
北Ａ（２時間 20 分７秒）▽３位・津奈木Ａ（２時
間 30 分 30 秒）▽４位・水俣Ｂ（２時間 34 分 36 秒）
▽５位・津奈木Ｂ（２時間 35 分 18 秒）
■中学校の部　
▽１位・津奈木（２時間 24 分 30 秒）▽２位・佐敷（２
時間 29 分 34 秒）▽３位・田浦（２時間 30 分 37 秒）
《中学校の部：区間賞》※敬称略
▽ 1区・國本大生▽２区・雜賀大賢▽３区・永松　
朋樹▽４区・村嶋涼哉▽５区・大園遼太▽７区・福
山詩織▽８区・堀内颯太▽９区・前島妃奈乃

提供：水俣市提供：水俣市

町のために使ってください
歳末助け合い義援金・寄附金贈呈

町長に寄附金を手
渡す生協くまもと
家庭会の皆さん

【掲載写真】
1水俣市役所前を一斉にスタートする選手たち　2たす
きをつなぐ津奈木Ａ　3懸命に走る選手　4指を３本立
てながらゴールする長濵悠都さん（平国上）

２

１

４

３

→
→
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１．農作業標準労務賃金標準額
作　業　別 金　　　額

標
準
労
務
賃
金

農作業全般 6,000 円　～　6,800 円

柑橘作業 6,000 円　～　6,800 円

選果場 6,000 円　～　6,800 円

高接作業（１日当たり） 12,000 円

改植作業（１日当たり） 8,700 円

剪定作業（１日当たり） 10,000 円

山作業
（１日当たり）

伐採 8,500 円

一般 6,500 円　～　7,500 円

利
用
料
金

耕起
（10ａ当たり） トラクター

整  備  田　：　5,250 円

未整備田　：　6,300 円

代かき
（10ａ当たり） トラクター

整  備  田　：　7,140 円

未整備田　：　8,568 円

田植え
（10ａ当たり） 機械使用

整  備  田　：　6,300 円

未整備田　：　7,560 円

稲刈り
（10ａ当たり）

バインダー 6,825 円

コンバイン
※もみ運搬費（1,000 円）含む

整  備  田　：　14,175 円

未整備田　：　17,010 円

マルチ張り
（10ａ当たり） 機械使用 6,300 円

２．賃借料情報
【田（水稲）の部】

締結（広告）された地域名 平均額 最高額 最低額 データ数

津奈木町全域 13,900 円 22,500 円 4,900 円 37
【畑（果樹園）の部】

締結（広告）された地域名 平均額 最高額 最低額 データ数

津奈木町全域 9,900 円 30,000 円 2,000 円 14
【畑（一般畑）の部】

締結（広告）された地域名 平均額 最高額 最低額 データ数

津奈木町全域 10,900 円 27,600 円 3,000 円 ４
※データ数は集計に用いた件数です。（平成 25 年１月～平成 27 年 12 月分）
※賃借料を物納（米）としてい場合は、15,000 円 /60kg で換算しています。

【注意】農業委員会で定める農作業労働賃金標準額、提供を行う賃借料情報については、あくまでも目安です。
対象となる農地の条件などにより当事者間の話し合いを通して、適正な金額を決めてください。

平成 29年津奈木町
　農作業標準労務賃金・賃借料

問農業委員会事務局（振興課自立振興班内）　☎７８-３１１２（内２２６）

粘って合格！祈願のもちつき
津奈木中学校合格祈願もちつき

　１月９日（月）、津奈木中学校３年生 42 人で高
校受験の合格を願い、もちつきが行われました。粘
り強く試験に取り組んでほしいという想いから毎年
実施しています。もち米 30㌔をせいろで蒸した後、
生徒たちが「志望校に合格しますように」と言いな
がら元気に杵

きね

を振るいました。できたてのもちはみ
んなでおいしく食べました。生徒たちは「受験日ま
であと少しなので頑張りたい」と話していました。

志望校合格を願ってもちをつく３年生

みんなで考えよう認知症のこと
津小４年認知症サポーター養成講座

　12 月 20 日（火）、認知症について正しく理解して
もらおうと認知症サポーター養成講座が津奈木小学
校で開催され、4年生が参加しました。講座では物
忘れや突然怒り出すといった認知症の具体的な症状
を紹介。児童たちは出された課題についてグループ
で話し合い、意見を出し合いました。
　受講者には「認知症サポーター」である印のオレ
ンジリングが配布されました。

私たちも認知症サポーターです

年末年始の安全を願って
交通事故防止・防犯キャンペーン

　12 月 22 日（木）、交通安全母の会（津奈木町婦
人会）が水光社津奈木店で年末年始の交通事故防止・
防犯キャンペーンに取り組みました。この活動は年
末年始の交通事故防止運動に合わせて行われたもの
です。黄色い帽子をかぶった婦人会の皆さんが水俣
警察署や駐在所の警察官と一緒に啓発チラシや反射
ストラップなどを配布して交通ルールを守るように
呼びかけました。

来店者一人一人に呼びかけました

１年元気に過ごせますように
津奈木保育園・幼稚園どんどや

　１月６日（金）に津奈木保育園、10 日（火）に
津奈木幼稚園で正月の恒例行事であるどんどやが行
われ、やぐらから出た煙を浴びて今年１年の無病息
災を願いました。点火すると炎は勢いよく燃え広が
り、竹が破裂する大きな音が周辺に響きました。子
どもたちは、仕掛けのついた竹の棒を火にかざし、
もちを焼いていました。もちが焼けると砂糖しょう
ゆにつけておいしそうに食べていました。

津奈木幼稚園で行われたどんどや
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津奈木町役場　総務課（交通・災害、人事、有線放送）  ☎７８- ３１１１( 代表 )　振興課（農業振興、住宅・水道、建設）  ☎７８- ３１１２
　　　　　　　住民課（戸籍・住民票、福祉、保険、税）  ☎７８- ３１１３　 教育委員会（学校教育、生涯学習、体育施設）  ☎７８- ５４００

就
学
困
難
な
小
中
学
生
の
た
め
の

就
学
援
助
費
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　
　

津
奈
木
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
班　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
７
８
‐
５
４
０
０

援
　助

　

町
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
就
学
困
難

と
認
め
ら
れ
る
小
中
学
生
の
保
護
者
に
対

し
、
学
用
品
費
な
ど
を
援
助
す
る
就
学
援

助
費
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

対
象
者　

生
活
保
護
法
の
要
保
護
者
に
準

ず
る
程
度
に
生
活
が
困
窮
し
て
い
る
と
認

め
ら
れ
る
人

援
助
費
の
種
類　

学
用
品
費
、
通
学
用
品

費
、
給
食
費
、
修
学
旅
行
費
な
ど

申
請
方
法　

就
学
援
助
を
希
望
す
る
人
は
、

就
学
し
て
い
る
小
中
学
校
で
申
請
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。「
就
学
援
助
費
支
給
申
請
書
」

「
課
税
台
帳
記
載
事
項
証
明
書
（
世
帯
用
）」

な
ど
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

土
鍋
で
炊
く
「
酵
素
玄
米
」
と
「
ゴ
マ
塩
、

ぬ
か
漬
け
」
を
作
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　
　

振
興
課
自
立
振
興
班　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
７
８
‐
３
１
１
２
（
内
２
２
５
）

料
　理

　

今
回
作
る
酵
素
玄
米
は
、
玄
米
を
発
酵

さ
せ
る
こ
と
で
消
化
が
良
く
な
り
、
普
通

の
玄
米
よ
り
食
べ
や
す
く
、
約
一
週
間
保

存
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
「
酵
素
玄
米
」
と
ご
飯
の
消
化
を

助
け
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を
補
っ
て
く
れ
る
ゴ

マ
塩
、
自
然
栽
培
の
米
ぬ
か
で
作
る
乳
酸

菌
た
っ
ぷ
り
、
ぬ
か
漬
け
の
た
め
の
ぬ
か

床
を
食
と
健
康
に
つ
い
て
学
び
な
が
ら
一

緒
に
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は
振

興
課
自
立
振
興
班
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

日
時　

２
月
13
日
（月）　

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

場
所　

農
業
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
調
理
室

募
集
人
員　

20
人
程
度
（
先
着
順
）

※
子
ど
も
と
一
緒
に
食
べ
る
こ
と
が
で
き

　

ま
す
。

受
講
料　

５
０
０
円
（
当
日
に
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。）

講
師　

自
然
栽
培
料
理
家　

田
町
ま
さ
よ
氏

申
込
方
法　

振
興
課
自
立
振
興
班
へ
電
話

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
７
８-

３
１
１
６
）
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

募
集
締
切
日　

２
月
８
日
（水）

　

１
９
７
０
年
、
京
都
生
ま
れ
。
大
学
卒
業

後
、
奄
美
大
島
に
移
住
。
自
身
が
ア
ト
ピ
ー

を
自
然
に
治
し
た
経
験
か
ら”

人
が
病
気
に

な
る
の
は
、
自
然
と
の
つ
な
が
り
を
忘
れ
て

し
ま
っ
た
か
ら”

と
い
う
こ
と
に
気
付
き
、

自
然
と
の
つ
な
が
り
が
残
っ
て
い
る
奄
美
大

島
で
、リ
ト
リ
ー
ト
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
を
開
催
。

　

食
べ
る
と
体
も
心
も
自
然
に
な
る
自
然
栽

培
作
物
の
魅
力
に
取
り
付
か
れ
、
自
然
栽
培

作
物
を
使
っ
た
料
理
教
室
や
食
事
会
、
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
を
全
国
で
開
催
。
地
球
に
も
人
に

も
優
し
い
農
業
や
暮
ら
し
が”

普
通”

に
な

る
の
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
る
。

田
町
ま
さ
よ

「
し
ご
と
発
見
塾
」
の
参
加
事
務
所
を
募
集

し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　
　

振
興
課
自
立
振
興
班　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
７
８
‐
３
１
１
２
（
内
２
２
６
）

募
　集

　

水
俣
・
芦
北
地
域
内
の
事
業
所
を
対
象

に
「
し
ご
と
発
見
塾
」
を
開
催
し
ま
す
。

就
職
・
進
学
を
問
わ
ず
、
地
域
内
に
あ
る

仕
事
の
面
白
さ
を
高
校
生
が
自
ら
発
見
で

き
る
機
会
と
し
て
、
地
域
内
の
高
校
と
水

俣
市
・
津
奈
木
町
・
芦
北
町
が
協
力
し
て

行
い
ま
す
。

　

水
俣
・
芦
北
地
域
内
の
高
校
生
へ
向
け
、

し
ご
と
の
「
魅
力
・
や
り
が
い
」
を
ア
ピ
ー

ル
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

３
月
21
日
（火）　

　
　
　

午
後
２
時
〜
午
後
５
時

場
所　

水
俣
高
校
体
育
館

募
集
事
業
所
数　

50
社
程
度

応
募
条
件　

①
水
俣
・
芦
北
地
域
内
に
事
業
所
が
あ
る

こ
と

②
３
月
上
旬
に
開
催
予
定
の
「
事
前
説
明

会
」
へ
の
参
加
が
で
き
る
こ
と

③
「
し
ご
と
発
見
塾
」
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー

ト
な
ど
へ
協
力
で
き
る
こ
と

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご　

了
承
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申

込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、
必
要
事
項

を
明
記
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切
日　

２
月
24
日
（金）

里
山
体
験
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　
　

振
興
課
自
立
振
興
班　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
７
８
‐
３
１
１
２
（
内
２
２
４
）

催
　し

　

里
山
体
験
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。
シ

イ
タ
ケ
の
種
駒
打
ち
と
竹
を
使
っ
た
棒
パ

ン
づ
く
り
な
ど
を
行
い
ま
す
。
子
ど
も
と

の
思
い
出
作
り
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

３
月
４
日
（土）　

午
前
９
時
30
分

集
合
場
所　

古
中
尾
の
里
山

募
集
人
員　

20
人
程
度
（
先
着
順
）

参
加
費　

千
円
（
高
校
生
以
下
は
５
０
０

円
で
す
。）

※
当
日
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
書

は
学
校
と
振
興
課
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
と
な

り
ま
す
。

募
集
締
切
日　

３
月
１
日
（水）

家
族
交
流
会
・
家
族
介
護
教
室
に
参
加
し
ま

せ
ん
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　
　

津
奈
木
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
７
８
‐
５
３
３
３

催
　し

　

介
護
者
や
高
齢
者
の
豊
か
な
生
活
を
支

援
す
る
た
め
、
同
日
に
家
族
交
流
会
と
家

族
介
護
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
を
希

望
す
る
人
は
、
３
月
10
日
（金）
ま
で
に
津
奈

木
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
参
加
費
は
無

料
で
す
。

【
家
族
交
流
会
】

日
時　

３
月
17
日
（金）　

　
　
　

正
午
〜
午
後
１
時

場
所　

農
業
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
機
能
訓

練
室
・
和
室

※
軽
食
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

【
家
族
介
護
教
室
】

日
時　

３
月
17
日
（金）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

場
所　

農
業
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
集
会
場

内
容　

消
費
者
被
害
と
成
年
後
見
制
度
に

つ
い
て

講
師　

法
テ
ラ
ス　

森
田
了
導
弁
護
士　

高校生へしごとの魅力・やりがいをＰＲしませんか？

光
回
線
工
事
が
済
ん
だ
人
を
対
象
に

　
　
　
　
　
　
　
　

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　

総
務
課
企
画
財
政
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
７
８
‐
３
１
１
１
（
内
２
１
７
）　

補
　助

　

光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整
備
に
伴
い
、
町

で
は
光
回
線
の
工
事
が
お
済
み
に
な
っ
た

人
に
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
支
援
内
容
】

①
行
政
情
報
配
信
機
器
（
光
Ｂ
Ｏ
Ｘ+

）

　

の
無
償
配
布

▽
業
者
へ
設
置
を
希
望
す
る
場
合

　

光
回
線
の
工
事
が
済
ん
だ
人
は
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
（
☎
０
８
０
０-

２
０
０
６
６
４
０
）

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
で
の
受
け
付
け
は
平
日

の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

▽
個
人
で
設
置
を
希
望
す
る
場
合

　

光
回
線
加
入
申
込
内
容
な
ど
が
確
認
で

き
る
書
類
の
写
し
と
印
か
ん
を
用
意
し
て
、

総
務
課
企
画
財
政
班
窓
口
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

②
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
加
入
促
進
補
助
金

　

１
万
円
の
交
付

　
「
行
政
配
信
機
器
（
光
Ｂ
Ｏ
Ｘ+

）」
の

設
置
が
完
了
し
た
人
は
忘
れ
ず
に
同
補
助

金
も
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
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完全予約販売 「黄金スイート」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
住
民
課
住
民
班　
　

☎
７
８-

３
１
１
３
（
内
１
１
５
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
代
年
金
事
務
所　

☎
０
９
６
５-

３
５-

６
１
２
３

口
座
振
替
で
保
険
料
を
お
得
に
納
付

出張年金相談のご案内
第２・４木曜日 第２金曜日

２月 ９日・23 日 10 日

場所 水俣市もやい館 芦北町役場

相談時間：午前 10 時～午後３時

ご相談の方法―
事前に電話予約を行ってください。
○八代年金事務所出張相談予約窓口

　電話番号：0965-35-6123
　（受付時間：平日午前９時～午後５時）
※ご予約の際には、ご相談者様の基礎年金番号
が分かるものを準備して、お電話ください。

年金
情報

問い合わせ先：つなぎ温泉四季彩　℡ 78-4126
営業：午前 10 時～午後 9時　休業日：第 1水曜日、12/31 ～ 1/1

問い合わせ先：物産館グリーンゲイト　℡ 78-2000
営業：午前 9時～午後 6時　休業日：第 1水曜日、12/31 ～ 1/1

つなぎ温泉 四季彩 物産館 グリーンゲイト

　期間中は、お食事券が当たるスタンプラリーやアン
ケートに答えた人に豪華賞品が当たる抽選会が行われ
ます。四季彩ではエビのかき揚げ丼を提供します。
●期間　１月 28 日（土）～３月５日（日）

みなまたあしきた海老いろ色フェア

　木成りで完熟させたスイートスプリング
「黄金スイート」を完全予約販売します。な
くなり次第終了しますので、お早めにご予約
ください。中旬頃からの全国発送予定です。

つなぎ地魚 ・新酒フェア開催

　期間中、亀萬酒造のできたて新酒と町内で水揚げ
された新鮮な太刀魚などの今が旬を使ったメニュー
を提供しています。
●期間　２月 11 日（土）～ 26 日（日）

　
「
う
っ
か
り
忘
れ
て
納
付
期
限

を
過
ぎ
て
い
た
」「
忙
し
く
て
金

融
機
関
の
窓
口
や
コ
ン
ビ
ニ
で
支

払
う
時
間
が
な
い
」
と
い
う
人

は
、
便
利
な
口
座
振
替
で
ま
と
め

て
（
前
納
）
す
る
と
、
振
替
方
法

ご
と
に
保
険
料
が
割
り
引
き
さ
れ

ま
す
。

◆
口
座
振
替
申
込
締
切
日

　

２
月
28
日
（火）

※
２
年
前
納
・
１
年
前
納
・
６
か

月
前
納
（
４
月
〜
９
月
）
分
。

◆
平
成
28
年
度
保
険
料
額　

　

月
額
１
万
６
２
６
０
円

※
平
成
29
年
度
の
保
険
料
額
は
、

平
成
29
年
２
月
下
旬
に
告
示
さ
れ

る
予
定
で
す
。

【参考】平成 28年度の振替方法別割引額

振替方法
１回当たりの納付額

（割引額）
振替日

２年前納
４月～翌々年３月分

377,310 円
（15,690 円）

５月２日

１年前納
４月～翌年３月分

191,030 円
（4,090 円）

５月２日

６か月前納
４月～９月

10 月～翌年３月分

96,450 円
（1,110 円）

５月２日
10 月 31 日

当月末振替
当月分

16,210 円
（50 円）

毎月月末

翌月末振替
前月分

16,260 円
（なし）

翌月末

亀萬酒造の立春寒造り新酒を販売！

荒ばしり本醸造　２月７日（火）から
荒ばしり純米酒　２月 14 日（火）から

肺
が
ん
・
結
核
の
検
診
（
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
）

を
実
施
し
ま
す

　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　
　

住
民
課
福
祉
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
７
８
‐
３
１
１
３
（
内
１
１
６
・
１
１
８
）　

検
　診

　

昨
年
11
月
に
実
施
し
た
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

診
を
受
診
で
き
な
か
っ
た
人
や
過
去
１
年

以
上
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
を
受
け
て
い
な
い

人
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

実
施
日　

２
月
21
日
（火）　

場
所
・
時
間　

▽
平
国
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
10
時

▽
赤
崎
漁
村
セ
ン
タ
ー

　

午
前
10
時
30
分
〜
午
前
11
時

▽
つ
な
ぎ
文
化
セ
ン
タ
ー

　

午
後
１
時
〜
午
後
２
時

対
象
者　

40
歳
以
上
の
人

個
人
負
担
金　

▽
40
〜
74
歳

　

３
０
０
円
（
喀
痰
検
査
９
０
０
円
）

▽
75
歳
以
上

　

１
０
０
円
（
喀
痰
検
査
３
０
０
円
）

※
年
齢
は
平
成
29
年
３
月
31
日
時
点
で
す
。

申
込
方
法　

住
民
課
福
祉
班
ま
で
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
受
付
後
、
問
診

票
を
送
付
し
ま
す
。

申
込
締
切
日　

２
月
13
日
（月）

献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　
　

住
民
課
福
祉
班　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
７
８
‐
３
１
１
３
（
内
１
１
６
）

献
　血

日
時　

３
月
２
日
（木）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

場
所　

農
業
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー

種
類　

４
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血

対
象
者　

男
性
17
歳
か
ら
69
歳
、
女
性
18

歳
〜
69
歳
ま
で
で
体
重
50
㌔
以
上
の
人

※
65
歳
以
上
の
人
は
、
60
歳
か
ら
64
歳
ま

で
に
献
血
経
験
が
あ
る
人
が
対
象
で
す
。

持
っ
て
く
る
も
の　

免
許
証
ま
た
は
保
険

証
な
ど
の
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
、
献

血
カ
ー
ド
（
手
帳
）

　認知症初期集中支援チームとは、本人または
その家族、民生児童委員、ケアマネージャーな
どから相談を受け、認知症が疑われる人やその
自宅を訪問し、必要な支援などを行う専門職の
チームです。
　認知症は早期診断・早期対応が大切です。早
く気付いて対応することで、その後の病気の経
過を遅らせることや介護の負担軽減につながり
ます。相談は無料です。詳しくは津奈木町地域
包括支援センターまでお気軽にご相談ください。

担当者
【前列】
佐藤クリニック院長　　佐藤　宏先生
【後列左から】
地域包括支援センター　藤川　ふみ子さん
地域包括支援センター　芝原　浩輔さん

認知症初期集中支援チームによるサポートが始まりました
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問津奈木町地域包括支援センター　☎７８-５３３３

サポートを受けられる人は？
　自宅で生活する 40 歳以上の人で認知症が疑わ
れる人や認知症の症状があり、次のどれかに当て
はまる人
・認知症の診断を受けていない人、または治療を
中断している人
・医療サービスや介護サービスを利用していない人
・何らかのサービスは受けているが認知症による
症状にどのように対応してよいか困っている人

私たちが支援します！
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Life

Information

く
ら
し
の

情
報
掲
示
板

　

２
月
19
日
（日）
、熊
本
市
内
で「
熊

本
城
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
７
」（
第

６
回
大
会
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

大
会
当
日
は
、
長
時
間
に
わ
た
り

大
規
模
な
交
通
規
制
が
実
施
さ
れ

ま
す
の
で
、
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
沿

線
以
外
の
通
行
可
能
な
道
路
に
お

い
て
も
大
幅
な
渋
滞
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

　

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
ラ
ン

ナ
ー
が
参
加
さ
れ
る
「
熊
本
城
マ

ラ
ソ
ン
２
０
１
７
」
の
開
催
に
、

温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
特
に
熊
本
市
内
へ
お

出
か
け
の
と
き
は
、
マ
イ
カ
ー
の

使
用
を
ひ
か
え
、
公
共
交
通
機

関
を
利
用
し
、「
ノ
ー
マ
イ
カ
ー

デ
ー
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
詳

熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
開
催
に

伴
う
交
通
規
制

し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

kum
am
otojyo-m

arathon.
jp/

）
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会

事
務
局

　

☎
０
９
６-
３
２
８-

２
３
７
３

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

　
　
　
　

加
入
し
ま
し
ょ
う

　

小
さ
な
掛
け
金
で
大
き
な
補
償

を
受
け
ら
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保

険
の
平
成
29
年
度
加
入
受
付
が
３

月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
万
が
一
の

け
が
や
賠
償
責
任
に
備
え
て
加
入

し
ま
し
ょ
う
。

対
象
団
体　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
、

文
化
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
、
地
域
活
動
を
行
う
４
人
以

上
の
団
体

補
償
内
容　

加
入
団
体
で
の
活

動
中
や
団
体
活
動
へ
の
往
復
中

の
事
故
を
補
償
し
ま
す
。
傷
害

保
険
・
賠
償
責
任
保
険
・
突
然

死
葬
祭
費
用
保
険
が
セ
ッ
ト
に

な
っ
て
い
ま
す
。

掛
け
金　

▽
中
学
生
以
下　

　

年
額
８
０
０
円
〜　

▽
高
校
生
以
上

　

活
動
内
容
に
よ
っ
て
金
額
が
異

な
り
ま
す
。

問
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
熊
本
県

支
部

　

☎
０
９
６-

２
１
３-

９
０
１
５

認
知
症
ケ
ア
に
つ
い
て
考
え

る
講
演
会

　

加
藤
忠た

だ
す
け相

氏
が
、
津
奈
木
町
で

認
知
症
ケ
ア
に
つ
い
て
、
具
体
的

に
実
践
し
て
い
る
こ
と
を
分
か
り

や
す
く
お
話
し
し
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
22
日
（水）　

　
　
　

午
後
６
時
30
分
〜

場
所　

つ
な
ぎ
文
化
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

５
０
０
円

定
員　

１
０
０
人
程
度

テ
ー
マ　
「
加
藤
忠
相
、
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
〜
あ
お
い
け
あ
の
取
り
組

み
か
ら
〜
」　

講
師　

あ
お
い
け
あ
代
表
取
締
役　

加
藤　

忠た
だ
す
け相
氏

共
催　

水
俣
芦
北
圏
域
在
宅
医

療
・
介
護
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー

申
込
締
切
日　

２
月
15
日
（水）

問
水
俣
市
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
連
絡
協
議
会　

　

☎
６
３-

３
８
８
８

　

FAX
６
３-

８
２
０
０

食
品
衛
生
責
任
者
養
成
講

習
会

　

食
品
営
業
者
は
、
食
品
衛
生
法

の
規
定
で
施
設
ま
た
は
各
部
門
ご

と
に
「
食
品
衛
生
責
任
者
」
を
設

置
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

日
時　

３
月
８
日
（水）

　
　
　

午
前
９
時
40
分
〜
午
後
４

時
30
分

※
受
付
は
午
前
９
時
10
分
〜

場
所　

水
俣
市
公
民
館　

第
１
研

修
室

受
講
料

▽
食
品
衛
生
協
会
員　

５
千
円

▽
非
会
員　

６
千
円

み
ん
な
で
知
ろ
う
難
病
法

　

平
成
27
年
１
月
か
ら
「
難
病
の

患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る

法
律
（
以
下
、
難
病
法
）」
が
施

行
さ
れ
、
平
成
26
年
12
月
31
日
以

前
か
ら
医
療
費
助
成
を
受
け
て
い

た
人
は
今
年
の
12
月
ま
で
経
過
措

置
対
象
者
と
し
て
受
給
者
証
を
受

給
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

経
過
措
置
が
終
了
す
る
と
、
助

成
の
対
象
か
ら
外
れ
た
り
、
自
己

負
担
上
限
額
が
高
く
な
っ
た
り
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。「
制
度

を
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
受
け
ら
れ

る
は
ず
の
助
成
が
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
が
無
い
よ

う
に
、
み
ん
な
で
難
病
法
を
学
び

ま
し
ょ
う
。
参
加
を
希
望
す
る
人

み
な
ま
た
あ
し
き
た

　
　

海
老
い
ろ
色
フ
ェ
ア

　

う
た
せ
船
漁
で
獲
れ
る
「
足
赤

エ
ビ
」
や
「
石
エ
ビ
」
を
使
っ
た

エ
ビ
料
理
が
味
わ
え
る
フ
ェ
ア
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
水
俣
・
芦
北
地

域
の
飲
食
店
や
物
産
館
17
店
舗
が

参
加
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
趣
向
を
凝

ら
し
た
料
理
を
提
供
し
ま
す
。
当

フ
ェ
ア
の
実
施
店
舗
で
対
象
料
理

を
食
べ
た
人
に
食
事
券
（
最
高

５
千
円
）
が
当
た
る
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
も
開
催
し
ま
す
。

実
施
期
間　

１
月
28
日
（土）
〜
３
月

５
日
（日）

参
加
店
舗　

【
津
奈
木
町
】

　

つ
な
ぎ
温
泉
「
四
季
彩
」

【
芦
北
町
】　

　

タ
コ
ヤ
キ
で
ん
・
で
ん
、マ
リ
ー

ン
ス
ポ
ッ
ト
Ｍ
、
味
乃
な
じ
み
、

Ｊ
Ａ
あ
し
き
た
で
こ
ぽ
ん
、
ビ
ス

ト
ロ
パ
ザ
パ
、さ
る
か
に
合
掌
亭
、

イ
タ
リ
ア
小
料
理
コ
ラ
ッ
ジ
オ

【
水
俣
市
】

　

福
田
農
場
「
セ
ビ
リ
ア
館
」、

福
田
農
場
「
バ
レ
ン
シ
ア
館
」、

ナ
ポ
レ
オ
ン
、
味
処 

池
田
屋
、

喜
楽
食
堂
、
天
宝
閣
、
味
心
松
、

寿
し
処
有
村
、
貝
汁
味
処
南
里

問
水
俣
芦
北
地
域
観
光
推
進
協

議
会

　

☎
８
２-

４
４
４
５　

く
ま
も
と
メ
デ
ィ
カ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
を

　

く
ま
も
と
メ
デ
ィ
カ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
熊
本
県
地
域
医
療
等
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
と
は
、
利
用

施
設
「
病
院
・
診
療
所
・
歯
科
診

療
所
・
薬
局
・
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
・
介
護
施
設
等
」
を
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
結
び
、
参
加
者
（
患

者
）
の
診
療
、
調
剤
や
介
護
に
必

要
な
情
報
を
共
有
し
、
質
の
高
い

医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
活
か
す

シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

参
加
者
（
患
者
）
の
受
診
時
の

状
況
や
治
療
歴
、
検
査
デ
ー
タ
、

画
像
デ
ー
タ
な
ど
を
利
用
施
設
で

共
有
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
よ
り

質
の
高
い
医
療
や
介
護
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

参
加
方
法　

く
ま
も
と
メ
デ
ィ
カ

ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
て
い

る
利
用
施
設
に
「
く
ま
も
と
メ

デ
ィ
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
参
加
同

意
書
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要

事
項
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
今
年
度
、
地
域
の
中
核
的
な
医

療
機
関
な
ど
か
ら
順
次
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
を
行
う
計
画
と
し
て

い
ま
す
の
で
、
現
時
点
で
す
べ
て

の
医
療
・
介
護
関
係
機
関
で
利
用

「
労
働
相
談
」
の
ご
案
内

　

熊
本
県
で
は
、
労
働
条
件
や
退

職
・
解
雇
、
職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
労
使
双
方
か
ら

の
相
談
に
専
門
の
相
談
員
が
助
言

を
行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
す
。

利
用
時
間　

▽
月
曜
〜
金
曜
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
７
時

▽
土
曜
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
日
祝
日
、
年
末
年
始
は
閉
庁
。

場
所　

熊
本
県
し
ご
と
相
談
・
支

援
セ
ン
タ
ー

問
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー　

労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー　
　

　

☎
０
９
６-

３
５
２-

３
６
１
３

※
学
生
は
会
員
と
同
額
。

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　

３
月
１
日
（水）

問
水
俣
芦
北
地
区
食
品
衛
生
協
会

　

☎
・
FAX
６
３-

３
８
９
１

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金

　

熊
本
県
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。産
業
別
最
低
賃
金
に
は
、

適
用
範
囲
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃

金
室
ま
た
は
八
代
労
働
基
準
監
督

署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地
域
別
最
低
賃
金

▽
熊
本
県
最
低
賃
金

　

時
間
額
７
１
５
円

産
業
別
最
低
賃
金

▽
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子

回
路
、
電
子
機
械
器
具
、
情
報
通

信
機
械
器
具
、
製
造
業

　

時
間
額
７
５
９
円

▽
自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業
、

船
舶
製
造
・
修
理
業
、
舶
用
機
関

製
造
業

　

時
間
額
８
０
８
円

平
成
28
年
度
肝
炎
サ
ロ
ン
を

開
催
し
ま
す

　

肝
炎
サ
ロ
ン
は
、
肝
炎
患
者
や

そ
の
家
族
な
ど
肝
炎
に
関
心
の
あ

る
人
を
対
象
に
し
た
情
報
交
換
の

場
で
す
。
肝
臓
の
病
気
に
対
す
る

疑
問
や
、
治
療
に
関
す
る
不
安
や

悩
み
な
ど
、
ゆ
っ
く
り
語
り
合
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
参
加
費
は
無
料

で
、
事
前
の
お
申
し
込
み
も
不
要

で
す
。

相
談
時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
午

後
４
時

開
催
日
・
場
所　

▽
山
鹿
市

　

２
月
27
日
（月）　

　

山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
医
療

研
修
セ
ン
タ
ー

▽
熊
本
市

　

２
月
28
日
（火）

　

熊
本
大
学
医
学
部
附
属
病
院　

山
崎
記
念
館

▽
天
草
市

　

３
月
３
日
（金）

　

天
草
地
域
健
診
セ
ン
タ
ー
２
階

で
き
る
わ
け
で
あ
り
ま
せ
ん
。

問
く
ま
も
と
メ
デ
ィ
カ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー　
　

　

☎
０
１
２
０-

２
５-

３
７
３
５

会
議
室

▽
阿
蘇
市

　

３
月
７
日
（火）

　

阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー
講
堂

▽
八
代
市

　

３
月
９
日
（木）

　

熊
本
労
災
病
院
中
央
診
療
棟
５

階
会
議
室

問
熊
本
県
健
康
危
機
管
理
課　

　

☎
０
９
６-

３
３
３-

２
７
８
３

▽
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー

　

時
間
額
７
１
５
円

問
熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃

金
室　
　

　

☎
０
９
６-
３
５
５-

３
２
０
２

は
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
当

日
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

日
時　

２
月
21
日
（火）　

　
　
　

午
後
３
時
〜
午
後
５
時

場
所　

水
俣
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー

西
館
６
階
大
講
義
室

申
込
締
切
日　

２
月
17
日
（金）

問
水
俣
保
健
所

　

☎
６
３-

４
１
０
４
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図書     だより     

津奈木町図書館
開　館　午前８時 30 分～午後５時
　　　　（土日祝日は午前 10 時～
　　　　  午後５時）
休館日　月曜日、年末年始
問合せ　☎７８-３０９６

本の貸し出しについて―
▽貸出冊数は、１人３冊までです。
▽貸出期間は２週間です。ただし、入
荷１か月以内のものと予約が入ってい
る本については、１週間となります。

今
月
の
新
着
お
す
す
め
本

　「パンダともだちたいそう はじ
め！」ピーッ！という笛の音とと
もにはじまる、パンダたちのたの
しいたいそう。ふたりでおにぎり、
３にんでめがね、４にんでだるま
さん…。さあ、つぎはなにに変身
するのかな？

パンダともだちたいそう
作：いりやまさとし　

児童書

　漫画『ペコロスの母に会いに行
く』が、2013 年日本漫画家協会
賞優秀賞を受賞した岡野雄一さん
による初のイラストエッセイ。認
知症になった母の自宅介護５年間
を中心に、漫画で描ききれなかっ
た本音を炸裂させた爆笑エッセイ
です。

ペコロスのいつか母ちゃんにありがとう
著：岡野雄一

一般書

ほかにもこんな本が入りました
児童書　

一般書　

▼ハリー・ポッターと呪いの子／ J・K・ローリング　▼私のスポットライト／林真理子　▼地球のくら
し絵本／四井真治　▼おとのさま、ゆうえんちにいく／中川ひろたか　ほか
▼ I love letter ／あさのあつこ　▼闇の平蔵／逢坂剛　▼ただ、どうしようもないほど君がすき／ Rain　
▼黒い紙／堂場瞬一　▼世界が記憶であふれる前に／岡本貴也　ほか

　

何
だ
か
い
つ
も
と
違
う
感
じ
で

到
来
し
た
今
度
の
冬
。
最
近
の
自

然
現
象
は
、
な
か
な
か
大
変
。
人

の
心
も
自
然
現
象
と
同
じ
か
な
。

晴
れ
・
曇
り
・
雨
、
寒
か
っ
た
り
、

あ
た
た
か
か
っ
た
り
…
。
そ
れ
こ

そ
季
節
に
関
係
な
く
、
く
る
く
る

変
わ
っ
て
思
い
通
り
に
な
り
は
し

な
い
。
そ
れ
で
も
や
っ
ぱ
り
晴
れ

が
一
番
！
と
、
雨
風
避
け
て
心
の

晴
天
続
き
を
努
力
し
て
み
る
と
、

そ
れ
っ
て
異
常
気
象
に
な
る
の
で

は
？
心
も
砂
漠
化
し
て
い
く
か
も

し
れ
な
い
。
雨
が
降
っ
て
潤
っ
た

心
は
、
と
て
も
豊
か
。
豊
か
な
心

と
は
、
降
り
し
き
る
雨
も
太
陽
の

光
も
受
け
入
れ
て
実
り
に
恵
ま
れ

る
と
い
う
そ
う
い
う
心
で
す
。
曇

り
時
々
雨
、
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
は

嵐
の
よ
う
に
、
た
ま
に
は
怒
っ
て

泣
い
て
苦
し
ん
で
辛
い
目
に
あ
っ

て
も
大
丈
夫
。
そ
ん
な
天
気
の
お

か
げ
で
豊
か
な
心
を
育
め
ま
す
。

　

あ
な
た
の
側
に
い
る
（
か

な
ぁ
？
）
雨
を
降
ら
せ
嵐
を
呼
ぶ

雷
さ
ん
み
た
い
で
、
実
は
苦
手
な

人
も
、そ
の
存
在
は
意
外
と
大
切
。

今
年
か
ら
は
感
謝
し
ま
し
ょ
う
。

「
お
か
げ
さ
ま
で
、
私
は
豊
か
に

実
り
ま
す
」

　

色
ん
な
想
い
を
経
験
し
て
磨
か

れ
る
人
権
意
識
っ
て
、
人
を
思
い

や
る
優
し
さ
で
す
。
人
に
接
し
て

与
え
ら
れ
る
も
の
で
す
か
ら
、
喜

怒
哀
楽
を
経
験
さ
せ
て
も
ら
っ
て

成
長
し
ま
し
ょ
う
よ
。
冬
の
夜
空

が
キ
ー
ン
と
澄
ん
で
い
る
よ
う

に
、
お
寒
い
世
の
中
で
も
、
ど
こ

か
に
き
れ
い
な
想
い
が
必
ず
あ
り

ま
す
か
ら
ね
。

（
書
き
手
：
地
域
人
権
教
育
指
導
員　

坂
本
み
ゆ
き
）

今
年
の
お
天
気
い
か
が
？

人

権

コ

ラ

ム

社会福祉協議会へ―
【香典返し】《例》地区名　喪主・届出人（故人）　
▼福浦　福山弘昭（ルイ）　▼ 福浦　福山由子（鉄雄）
▼桜戸　�方田ヨシミ（簑寛）     ▼古中尾　山﨑道信（輝文）
【一般寄附】
▼生協くまもと家庭会
　上記の方々から金一封をご寄附いただきました。ご意思に
添い、有効に活用させていただきます。

つなぎ行事カレンダーつなぎ行事カレンダー ２月20172017
FebruaryFebruary

町の人口と世帯数 平成 28 年 12 月末日現在
※カッコ内増減は前月比 ご寄附・ご芳志お礼 （敬称略）

 　　　　　　　津奈木町役場庁舎　　農業就業改善センター　　つなぎ美術館　　物産館グリーンゲイト　　つなぎ温泉「四季
彩」　　小学校　　中学校　　津奈木幼稚園　　つなぎ保育園　　水俣市保健センター　　 総合グラウンド　　B&G体育館　　 つ
なぎ文化センター　　 平国コミュニティセンター　◆その他　　　　　　　　　　　　　※カッコ内の「P○」は記事掲載ページ。

役 改 美 物 四

小 幼 保 水 グ 体 文
　【開催場所】

中
平

日  Sun 月  Mon 火  Tue 水  Wed 木  Thu 金  Fri 土  Sat
１ ２ ３ ４

　  　 キラキラ☆クラ
ブ　10:00 ～ 12:00
　  母子健康手帳交
付　8:30 ～ 13:30

　  　 　

　 １歳６か月児健
診　13:00 ～  

◆第２回水俣・芦
北旬のカキ祭り 　
10:00 ～

５ ６ ７ ８ ９ 10 11 建国記念の日
◆第２回水俣・芦
北旬のカキ祭り 　
10:00 ～
 　 カキ小屋
10:00~16:00

　  　   　   　  　 
　 
　 

　   　   「安全・安心
な食と農」確立セ
ミナー　19:00~

 　 カキ小屋
7:30~16:00
　  つなぎ朝市
7:30~　   
 　 つなぎ地魚・新
酒フェア（P15）

12 13 14 15 16 17 18
　  カキ小屋
10:00~16:00
　 トークイベン
ト「つなぐ未来～
熊本・福島～」
（P20）

　   自然栽培料理
教室（P13）

 　  　 キラキラ☆クラ
ブ 10:00 ～ 12:00
　  母子健康手帳交
付　8:30 ～ 13:30

　  　 ６か月児健診　
13:00 ～

　  タイ山岳民族
アカ族とヤオ族の
衣裳（P20）

19 20 21 22 23 24 25
　  カキ小屋
10:00~16:00

　 ◆　   肺がん・結
核検診（P14）

 　 認知症家族の
会　 13:30 ～

　 ３歳６か月児健
診　13:00 ～
　  環境配慮型農
業実践塾（野菜編）
9:00~　  　   

 

26 27 28 ３/1 ２ ３ ４
 　 カキ小屋
10:00~16:00
 

　 　  ４か月児健診　
13:00 ～　 

　   献血（P14） ◆里山体験ツアー
(P13)

役

改

改

水

水

水

水

役

美

人 口 4,785 人（ ＋ ５ 人 ）

男 2,232 人（ ＋ ５ 人 ）

女 2,553 人（ ± ０ 人 ）

世帯数 1,967 戸（ － １ 戸 ）

◆出生 ５ 人 ◆転入 14 人
◆死亡 ７ 人 ◆転出 ８ 人

物

物

物

物

物

物

改

改

改

美

四

文

文

文
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月
号

■
発
行
・
編
集
　
津
奈
木
町
役
場
総
務
課

〒
869
‐
5692　

熊
本
県
葦
北
郡
津
奈
木
町
大
字
小
津
奈
木
2123

番
地

☎
0966

‐
78
‐
3111（

代
表
）　
FAX0966-78-3116

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
http://w

w
w
.tow
n.tsunagi.lg.jp

メ
ー
ル
：
hpm

aster@
tow
n.tsunagi.lg.jp

つなぎ美術館　〒 869-5603　熊本県葦北郡津奈木町大字岩城 494　☎ 0966-61-2222　FAX0966-61-2223

　  タイ山岳民族　アカ族とヤオ族の衣裳（収蔵品）

編
集
後
記

▼
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
、
あ
け

ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
私
は
昨
年
の
４
月
か

ら
広
報
担
当
と
な
り
、
写
真

撮
影
や
写
真
の
レ
イ
ア
ウ

ト
、
記
事
の
作
成
な
ど
先
輩

に
ご
指
導
を
受
け
な
が
ら
取

り
組
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
不
慣
れ
で
た
く
さ
ん
の

方
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
っ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
と

し
は
少
し
で
も
読
み
た
く
な

る
広
報
紙
を
目
指
し
て
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
▼
私

事
で
す
が
、
つ
い
に
成
人
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
成
人
式
の
前
日
は
高
校

の
同
窓
会
、
当
日
の
昼
か
ら

成
人
式
、
夜
か
ら
は
中
学
校

の
同
窓
会
。
久
し
ぶ
り
に
会

う
友
達
や
先
生
と
話
す
こ
と

が
で
き
て
、
と
て
も
楽
し
い

思
い
出
に
な
り
ま
し
た
▼

連
日
の
同
窓
会
で
、
つ
い
つ

い
お
酒
を
飲
み
過
ぎ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
、
お

酒
は
適
度
に
楽
し
く
飲
み
ま

し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
）　　
　

関連プログラム

　「タイ山岳民族の衣裳とくらし」展（2002 年）の開催にあ
たり、現地で収集した資料の中からアカ族とヤオ族の衣装を
展示します。山の民の美意識に満ちた繊細な手仕事をご覧く
ださい。

２月18日（土）～４月16日（日）　
■観覧料　無料　　
■場　所　３階展示室　　
■主　催　つなぎ美術館　

《sacrifi ce》片桐功敦

　  アートで伝える考える　福島の今、未来
　福島で震災と原発事故によって生じた課題に文化芸術の視点から取り組んだ
アートプロジェクトの成果を展示します。

１月21日（土）～２月19日（日）　　　
■観覧料　無料　　
■場　所　１階展示室　　
■主　催　はま・なか・あいづ文化連携プロジェクト実行委員会
■共　催　つなぎ美術館

トークイベント「つなぐ未来－熊本・福島－」
■日　時　２月 12 日（日）午後１時 30 分～午後４時 30 分　
【第１部】つなぎでつなぐ熊本・福島　午後 1時 30 分～午後３時
出演：玉井夕海　（歌手・女優／はま ･なか ･あいづ文化連携プロジェクト参加作家）
　　　楠本智郎　（つなぎ美術館学芸員）
【第２部】もやいとまでい　水俣・福島からの未来　午後３時～午後４時 30 分
出演：田口ランディ（小説家・エッセイスト）
　　　赤坂憲雄　　  （福島県立博物館長／はま ･なか ･あいづ文化連携プロジェクト実行委員会委員長）
■場　所　つなぎ美術館展示室
■参加費　無料

はま・なか・あいづ文化連携プロジェクト成果展


